家庭礼拝　2011年5月14日　コリント第Ⅰ　13章
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起
コリント13章は、愛の賛歌とも言われ、聖書の中でも最もよく愛されている素晴らしい一章です。この箇所をどのように皆さんに、お話したらよいか戸惑ってしまいました。最初、バークレイの注解書を読んでみましたが、一つ一つの言葉の解説をしているだけで、とても物足りなく思い、途中で本を閉じてしまいました。そして、この聖書から直接流れ出てくるものを受け止めて行きたい、パウロの思いを私がどう感じ取っているのかを話せればと願い、とにかく自分の言葉で考え始めました。
パウロは最初に、私はあなた方に最高の道を教えます、といいました。それは、クリスチャンとしてだけではなく人間として最高の道なのだと思います。コリントの教会は分裂していました。人はそれぞれが自分の道が最高だと思っていたからです。私はアポロに、私はケファに、私はペトロにとそれぞれが思う最高の道を主張していたのです。

ですがパウロはここで改めて、あなた方に最高の道を教えますといっています。その教えは、皆さんももう既によく知っている愛の道です。当時のユダヤ教の中での最高の道は、律法を学び律法を正しく行うことでした。神に対して、忠実に生きることでした。イエス様が現れて、律法を守ることによってではなく、神を信じる信仰によって救われることを教えられました。ですから、なぜパウロは、信仰の道が最高の道だと言わなかったのでしょうか。最高の道は、信仰であり、キリストであり、神を信じる道だとは言わなかったのでしょうか。パウロの言っている愛とは私たちが考えている愛と、どこか違うのでしょうか。
ここで語られる、愛という言葉をどのように捕らえるかによって、この13章の言葉の趣はずっと変わってくるように思います。ここで語られる愛とは、私たちの心の中から湧き出てくる、人に対する慈しみの心でしょうか。優しい心、親切な心でしょうか。実は私はずっとそのような思いで、この愛という言葉を捕らえてきました。でもよく読んでみると、そのような愛ではなさそうです。それは、この愛という言葉を、私の深い愛、という言葉に置き換えて読んでみるとその違和感に気が付くからです。しっくり来ないのです。ではどんな言葉に置き換えられるでしょうか。この愛という言葉を、ほかの言葉に置き換えて、落ち着く言葉は、キリストの愛、神の愛、という言葉です。むしろ、この愛という言葉をそのまま、イエスキリストと置き換えたほうがわかりやすいくらいです。この愛という言葉は、自分の愛ではなく、イエスキリストから流れ出てくる愛なのです。
このイエスキリストの愛が、異言や、知識や、信仰の奥から流れ出てこない限り、それは無に等しいことだといっているわけです。神は愛なり、という言葉があるように、神は愛であり、私たちにある愛もまた、神の愛の投影でしかないのです。私たち自身の内に、愛を持っているわけではなく、私の愛というのもないのです。愛は、自己を越えたもの、自我を超えたものの内にあります。すなわち愛は、神の内にあること、キリストの内にあることを覚えつつこの13章を読んでみたいと思います。
この愛ということを考えるとき、もうひとつ勘違いしやすいものがあります。それは私たちの執着です。好き嫌いの、好きです、という代わりに使われる愛しますという言葉です。私は、俳句を愛します。私は登山を愛しますというときの愛です。それは愛というよりも執着です。私たちの執着を、愛と勘違いして語っていることは多いものです。このとき、愛なのか執着なのかを判別するひとつの方法は、それが自我を超えるものなのか、自我の内にあるものなのかの判断です。すなわち、自分の内から出てくるものは執着であり、悩み苦しみをもたらすものであり、本来捨て去るべきものです。そして自分を超えたところからくるものは愛であり、私たちの目指すべきものです。このコリント13章の愛は、自我を超えた愛、すなわち神の愛なのです。

承

この、コリント13章の愛の箇所は大きく3つに分けられると思います。
最初は、愛がなければ無に等しいと語っている箇所です。愛の本質について語っています。その次は
愛は忍耐強い。愛は情け深い。などのように、愛の属性について、具体的に語っている箇所です。

そして、続いて、愛は決して滅びない、とその永遠性について語っている箇所の3つです。
この後に、コリント13章では、完全なものが来たときには、という言葉で始まる、終末のときが語られています。そしてそのときまで残る、一番大切なものは愛だといっているのです。短く言えば、愛の本質、属性、永遠性、そして終末のときの愛、のことが語られているのがコリント13章といえます。

　それでは、最初に愛の本質について語っている部分から始めましょう。1節から3節です。
１コリ 13:1　たとえ、人々の異言、天使たちの異言を語ろうとも、愛がなければ、わたしは騒がしいどら、やかましいシンバル。
１コリ 13:2　たとえ、預言する賜物を持ち、あらゆる神秘とあらゆる知識に通じていようとも、たとえ、山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも、愛がなければ、無に等しい。
１コリ 13:3　全財産を貧しい人々のために使い尽くそうとも、誇ろうとしてわが身を死に引き渡そうとも、愛がなければ、わたしに何の益もない。
　この当時の信仰者にとって、今の時代でさえそうですが、異言を語ったり、予言することができたり、あらゆる神秘、あらゆる知識に通じたり、山を動かすほどの信仰を持っていたり、大きな施しをしたり、命さえも捧げようとするということは、大きな尊敬をを受けるような信仰的行為であり、多くの人々の大きな信仰的目標となっていました。そのために、ここに至ろうとして、苦しい修行や努力をした人々も多くありました。そのようなものは神から与えられた大きな賜物であるに違いないと考えていました。異言を語り予言をすることは、神に近い人と考えられていたかもしれません。特にコリント教会では、異言を語ることが、神の特別の恩寵の基にあると考え、競って異言を語り誇っていた傾向があります。それで、パウロは14章では特に異言と予言について詳しく語っています。パウロは、例えそのような大きな賜物が与えられていたとしても、そこに愛がなければそれは無に等しいといっているのです。どうしてでしょうか。愛がないとどうなるのでしょうか。愛がないというのは、自分のことしか考えていないということでしょうか。すなわち、利己的で、自己中心的で、偽善的なのです。すなわち、自分のために行う行為は、例えそれが、素晴らしい業績、素晴らしい行為であったとしても、イエス様から見れば無に等しいということです。予言や施しや知識や信仰が、多くの人々の益になることではないのか。どうしてこれが、無益だというのか、このようなことが、人類に大きな進歩をもたらしてきたではないか、という思いも一方にあるかもしれません。そしてそれに自己満足してしまうこともあるかもしれません。ですが、それは、この世的な価値観なのです。人間的思いでの価値判断なのです。イエス様の尺度はいつも愛なのです。そのことの中に愛がなければ、例えそれがいくら立派に見えても、無に等しいといっているのです。すなわち、どんなに立派に見える行為も、業績も、愛がなければ無意味であり、無価値なのです。それは本当には神様から出たものではないからです。
　愛は、自分で作り出せるものではありません。愛は自分の中にあるものでもありません。愛は神様の内にあり、愛の行為は、神様が行う行為なのです。その愛の行為が、神様が、イエス様が行っているから、大きな意味があるのです。ですから、私たちは、信仰者として、神様に従っているのか、神様の御心を行っているかを知りたかったら、自分の行為が、愛から起こったものなのか、義務から起こったものなのか、自分の利益や喜びのために行ったものなのかを吟味する必要があるのです。決して、この世的な価値評価に惑わされてはいけないのです。
　この言葉の中で、特に驚かされるのは、山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも、愛がなければ無に等しいという言葉です。私たちは、聖書からも信仰によって義とされる、信仰によって救われると教えられてきました。ですから、完全な信仰を持っていれば、何も問題はないだろうという思いになってしまいます。ですが、完全な信仰を持っていても愛のない信仰もあるのです。律法主義的な信仰がそれに当たるかもしれません。私たちは、このことに注意しなければいけません。素晴らしい信仰を持っているのに、どこか常軌を逸しているような信仰があるものです。カルト的信仰がそうかもしれません。中世の宗教裁判は自分たちの信仰が絶対であるという信仰を持って、罪のない人々を裁いていたかもしれません。もしそこに愛があるならば、私たちは決して暴走することはなかったでしょう。愛は、必ず自分のことよりも相手のことを考えるからです。信仰だけだと暴走する危険性もあるのです。私たちは、何よりも愛の紐をしっかりと握り締めて、そこから離れてはいけないのです。愛がなければ無に等しいものとなるからです。
転

次に語られるのは愛にはどんな性質があるのかということです。4節から7節です。
１コリ 13:4　愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。
１コリ 13:5　礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。
１コリ 13:6　不義を喜ばず、真実を喜ぶ。
１コリ 13:7　すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。
ここで、注意しなければならないのは、ここに語られているのは愛そのものの性質です。愛を持っている人の話ではないのです。もしそうならば、愛を持っている人は忍耐強い、愛のある人は情け深いと書かれるべきです。ですがパウロはそういいませんでした。直接、愛は忍耐強いといったのです。私たちがどうであろうと、愛を持っていようといまいと、愛は忍耐強いのです。愛は情け深いのです。そしてねたまず、自慢せず、高ぶらないのです。私たちは、このような愛を持って生きるのではなく、このような愛の内に生きるのです。このような愛が私たちを包み込んでくれるのです。そして、そのような愛が、私たちを包んだままで、すべてをしのび、すべてを信じすべてに耐えてくれるのです。愛は決して人を傷つけることはしません。自己主張して、自分の立場に捕われることはありません。愛は礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かず、不義を喜ばず、真実を喜びます。このような愛に守られ、包まれて生きる生き方があるのです。それをパウロは最高の道と教えているのです。
そしてパウロは愛の永遠性を語ります。8節と9節です。

１コリ 13:8　愛は決して滅びない。預言は廃れ、異言はやみ、知識は廃れよう、
１コリ 13:9　わたしたちの知識は一部分、預言も一部分だから。
ここでパウロは、愛は決して滅びないと断言します。1節から3節で語られた、予言や異言、知識は廃れるといわれました。その理由は、それらのものが一部分のものだからだというのです。ということは、決して滅びないと言われた愛は、一部分のものではなく全体のものということになります。予言や異言そして知識が一部分のものであるがために廃れるものであるように、私たちの自我もまた、一部分のものであるため廃れるのです。ですが、愛は一部分ではなく常にその全体性を現しているのです。私たちをも含めた全体性です。ですから、愛は私たちに持たれるような小さなものではなく、私たちを超えた、無限に大きな、決して滅びない、何かなのです。それをキリスト意識といっていいかもしれないし、神といっていいかもしれないし、永遠の命といってもいいのかもしれません。私たちは、愛を持つのではなく、ただ愛の内に生かされるのです。そしてその愛の力で、忍耐強く、情け深く歩んでいくのです。
そして、パウロは最後に、終末のとき、完全なものが来るときのことを語っています。10節から13節です。
１コリ 13:10　完全なものが来たときには、部分的なものは廃れよう。
１コリ 13:11　幼子だったとき、わたしは幼子のように話し、幼子のように思い、幼子のように考えていた。成人した今、幼子のことを棄てた。
１コリ 13:12　わたしたちは、今は、鏡におぼろに映ったものを見ている。だがそのときには、顔と顔とを合わせて見ることになる。わたしは、今は一部しか知らなくとも、そのときには、はっきり知られているようにはっきり知ることになる。
１コリ 13:13　それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。
パウロは10節で、完全なものが来たときには、部分的なものは廃れよう。といいました。全体があるのに、部分的なものを持っていても意味がなくなるのです。それは、私たちが生長してより大きなものになったときには、小さな子供のときの考え方や感じ方を捨てて、より大きなものに統合していくのと同じであるといっているのです。完全なものがくるときを、必ずしも終末と考える必要はないのかもしれません。いつ、完全なものが来てくれるかはわからないからです。
12節は、解釈の難しいところです。今はぼんやりとしか知らないものが、そのとき、すなわち完全なものがくるときには顔と顔とを合わせて見ることになる、といっています。そのときには知られているように、はっきりと知ることになる、といっています。私はこれは、主体と客体の合一のことを言っているのだと思っています。なぜならば、知られるものと知るものが同じだからです。知られるものは、私たちであり、知る者は神様です。それは顔と顔を合わせて見るようになる事であり、見る顔と見られる顔が同じだということだと思っています。それが完全になったときの状況です。すなわち、主体と客体がひとつになるということは、すべてが一つとなったということです。神様と私たちとが一つになった状態だと思います。何も分離したものがない状態です。そしてすべてが一つになったもの、それが愛なのだと思っています。
だから、パウロは最後にこう言いました。13節です。
１コリ 13:13　それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。
結

このコリントの13章では、愛の深さを教えられました。この愛は、キリストの愛であり、決してこの世的な愛ではありません。この愛は私たちの自我を超え、永遠にいたる命です。私たちが、この信仰に生きていこうとするならば、この愛がなければ、無に等しいものであることを知るべきです。何よりも、この愛があって、何かをなすのでなければ意味がないのです。そして、私たちがこの愛に生きるならば、私たちは、この世にあって、信仰に基づいた徳のある生活を歩むことができるのです。このことを、今日は深く心に覚えておきたいと思います。
(一分間の祈り)(祈り)

私たちに、愛を注いでくださいます、天の父なる神様、今日の御言葉に感謝いたします。私はこの御言葉を学びつつ、自分の内に本当に愛のある思いや行いがあるのだろうかと探してみました。ですが、どこにも見当たりませんでした。あると思っていたものはみな利己的なものや、偽善的なものでした。私は落胆し、どうしたものかと戸惑っていると、あなたはこう教えてくれました。あなたは利己的で、偽善的なものである。だがあなたが行う愛は、私が行ったものである。私があなたを通して行ったものである。だからあなたは、自分を悔いるのではなく、私を賛美しなさい。そのように教えられたような気がしました。私の偽善の中にも、あなたの愛が生きておられるのを教えられました。主よ、どうか自分のことに捕われるのではなく、あなたがなさっていることに目を向け、そのことに感謝し、賛美するものでありますように。この世にあなたの愛が満ち満ちていることに気が付きますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆愛
そこで、わたしはあなたがたに最高の道を教えます。
１コリ 13:1　たとえ、人々の異言、天使たちの異言を語ろうとも、愛がなければ、わたしは騒がしいどら、やかましいシンバル。
１コリ 13:2　たとえ、預言する賜物を持ち、あらゆる神秘とあらゆる知識に通じていようとも、たとえ、山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも、愛がなければ、無に等しい。
１コリ 13:3　全財産を貧しい人々のために使い尽くそうとも、誇ろうとしてわが身を死に引き渡そうとも、愛がなければ、わたしに何の益もない。
１コリ 13:4　愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。
１コリ 13:5　礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。
１コリ 13:6　不義を喜ばず、真実を喜ぶ。
１コリ 13:7　すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。
１コリ 13:8　愛は決して滅びない。預言は廃れ、異言はやみ、知識は廃れよう、
１コリ 13:9　わたしたちの知識は一部分、預言も一部分だから。
１コリ 13:10　完全なものが来たときには、部分的なものは廃れよう。
１コリ 13:11　幼子だったとき、わたしは幼子のように話し、幼子のように思い、幼子のように考えていた。成人した今、幼子のことを棄てた。
１コリ 13:12　わたしたちは、今は、鏡におぼろに映ったものを見ている。だがそのときには、顔と顔とを合わせて見ることになる。わたしは、今は一部しか知らなくとも、そのときには、はっきり知られているようにはっきり知ることになる。
１コリ 13:13　それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。
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